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1. 研究動機は，家族 に関ナ る研究 が家政 学のみなら

ず隣接諸領域で活発 に行 なわれ，そ の成果 の実践場面へ

の応用は，マ スメデ ィアを通じて広 く大衆 の啓 発に資し

ているよ うにみえる ところから，家族関係研究 の問題 を

通し て，家政学の本質 と家政学研究者 の社会的 役割 の再

確認を試みたい と思 うところにある。本研究で は，家政

学における家族関係研究の現状を，日本家政学会総会研

究発表要旨集によって展望分析し ，家政学における家族

関係研究の課題とその実現方法について考察す る資料 と

するものである。

2. 試 料は，第９回総会から第18回までのを用い，そ

の中から家族 の立場にたつ「 人」を主体 とした研究 のみ

をひろい，そ れを分析の試 料とし た。

3. 発表総数 に対し 試料とし て抽出し たものは10% 。

研究内容を「 人」によって分析し た結果，夫婦や老人 の

問 題はきわめて少なく，児童と主婦のが多い。研究事項

の内容を物的， 個人的 ，社会的と三分類し た場合，社会

的 のがもっとも多い。 研究方法では主婦を被験者とし た

質問紙 法が多い。主婦 と児童が中心となってい る傾向等

からみて，家政 学におけ る家族 関係 研究 の目的 の再確立

と，研究者 の考案作業 の科 学性 につい て慎重 な研究の必

要 が急務であ るこ とに気付い た。


